研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑　　　　職　種　    　　氏　名　奥寺　裕樹

	期　　間　　平成27年10月18日

	出張目的　第24回　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市　市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


≪全体所感・考察≫

今回初めて長寿研究会に参加した。第24回青森県長寿研究会では、一般演題27題、特別公演が2題あった。一般演題では、リハビリテーション、口腔ケア、排泄介助、褥瘡、看取り等、各施設で様々な取り組み、研究が行われていた。その他にも薬局での服薬管理から除雪ボランティアまでと内容は幅広く、意外に介護の分野の研究発表が少ないと感じた。レクリエーションに関する演題は他にはなかったが、様々な演題を聞く中で各職種との連携の重要性と自分の能力を見つめ直し、多くの知識を身につけ、技術向上に励む必要があると感じた。また他の施設での介護の研究発表をもっと聞いてみたいと思った。

一般演題の中で印象に残った研究内容として職員同士が1分間お互いを褒めあうという内容の研究があった。南山苑では日々業務に追われ、人を褒めるという事の大切さを忘れていると気付かされた。人に対しての不満を言うのは簡単だが、その人のいいところ、見習うべきところを口に出して褒めあうだけで職場の雰囲気は大きく変わっていくのではないかと感じた。また自ら率先して行う事で少しでも職場の雰囲気が良くなるようにして行きたいと思った。実験前は無理だとかやっても意味ないと言う意見が職員から聞かれることがあったが結果として人間関係にプラスの効果をもたらしたという研究発表を聞いて、今回の研究に限らず、始めから決めつけず、やってみようという気持ちが大切だと思った。

次に看取りケアについて。南山苑の利用者様、御家族様の中で｢最期はここで…｣と考えている方はどの位いるだろうか。利用者様の中には家に帰りたくても様々な理由から家に帰れず、仕方なくここにいるという方も多い。私たちはその事を理解し、利用者様、御家族様に接する事が出来ていただろうかと改めて考えさせられた。入所されている利用者様に｢ここに来て良かった｣と思ってもらえるような介護を実践していく事が大切だと思った。また利用者様、御家族様との交流を多く持ち、信頼関係を築いていけるように自分の普段の業務を見直していきたい。特に御家族様との交流が少ない為、積極的に御家族様に利用者様の状態について等、話し掛ける事で交流の機会を持っていきたい。

私の発表は緊張の為、練習通りには発表出来ず、質問に対する回答も言葉足らずになってしまった所もあった。しかし大きな会場で発表するという貴重な経験をすることが出来た。大きな会場や人の多いところでは緊張してしまう為、今回のような研修に積極的に参加していく事が今後必要だと感じた。

今回の研修で学んだ事を、少しでも今後の業務に取り入れ、活かしていきたい。

＜各発表・内容要旨＞

褒められ実験の効果について

～笑顔あふれる病棟へ～

医療法人会　美蓉会　美蓉会病院

【はじめに】

　株式会社サーべリサーチセンターが職場における「褒める効果」に関するアンケートを実施し、

「褒められている人」が「仕事への満足、楽しみ、意欲」が向上し、「自信、誇り」を持て、自分に肯定的になれるという結果を発表した。

　本研究では病棟でもスタッフが褒められることで意欲、モチベーションにつながり、患者の接し方についてもプラスになることを明らかにする事を目的とした。

【研究方法】

研究機関：９月１日～12日

研究対象：病棟スタッフ　２８名

スタッフがくじ引きで２人組を作り、お互いを１分間褒めあう、褒められ実験を実施した。

また褒められ実験を実施する前と後でスタッフに対しアンケート調査を行い、その結果に基づいて評価した。

【研究結果】

１０項目について前後のアンケートを比較した。

· 褒められることに関して

· 仕事に対する意欲について

· 病棟の雰囲気について

· 患者さんについて

褒められ実験の前と後についてアンケートを比較した結果、すべての項目に関して増加したことが分かった。

【考察・結論】

　実験前は否定的な意見が多かったが、実験後否定的な意見が少なくなり、笑顔で実験に取り組む姿がみられた。

本研究で褒められることはスタッフの意欲回復、人間関係にプラスの効果をもたらしたと同時に、患者に対する接し方にについてもプラスの効果があったことが明らかとなった。

≪所感≫

褒められるとはじめは照れくさい、時間の無駄との意見が多かったが、徐々に職場の雰囲気が改善され、笑顔が溢れる職場になったという事で興味深い内容でした。私も、褒めるという単純な作業だけで何も変わらないと思いましたが、研究を聞いている内に実施せずに何も変わらないと決め付けているのではないかという考えに変わりました。是非南山苑でも実施して職場の雰囲気改善に繋げたいと考えさせられる内容でした。

看取りケア

～介護職員の立場から～

　介護老人保健施設　しらかみのさと

【はじめに】

人は死を告げられた時、どこで、誰と、どのように過ごせばよいのかを考えます。そして誰もが住み慣れた場所で痛みも不安もなく、心静かに最期を迎えたいと望みます。今回、当施設に１１年間入所されていた方で状態の悪化により、一度は治療目的で入院しましたが末期がんで予後不良との診断を受け、家族から「慣れ親しんだ施設で看取りたい」と希望があり、再入所し、看取りケアを行った事例について報告します。

【事例紹介】

Ｋ氏　男性　7４歳　要介護4　

病名：脳出血後遺症右片麻痺　運動性失語症　肝臓癌

入院当初はなれない環境と意思疎通が困難な事で常に表情は険しく他者と関わることはありませんでした。しかし、妻の協力を得て、Ｋ氏交流を重ねていくうちに、馴染みの職員と認識されるまでに信頼関係を築くことができました。ところが、Ｈ２６年状態悪化で入院、末期がんとの診断を受け、看取り目的で再入所されました。

【介護の実際及び結果】

 (目標)

· 苦痛の緩和が出来る

· 穏やかに過ごすことができる

(支援内容)

１苦痛緩和ケア　２精神的ケア　他

【結果】

Ｋ氏は最期まで苦痛表情なく穏やかに過ごすことができました。そして再入所してから５日後家族・スタッフに見守られ、永眠されました。お別れの際は施設の方針で正面玄関からお見送りしました。

【考察】

入所中Ｋ氏・家族と築いた信頼関係が家族の「最期はここで看取りたい」との思いになり住み慣れた環境で馴染みのスタッフからケアを受けたことがＫ氏の安心感となり、過剰な医療は行わず苦痛緩和に努めた事が穏やかな最期に繋がったと考えます。

≪所感≫

施設職員にとって「最期はここで過ごしたい」と入所者様・御家族に言って頂ける事は最高の幸せだと思います。南山苑に入所している利用者様・御家族様にも最期はここで…と言って頂けるような介護を日頃から心がけ業務を行いたいと感じました。
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